








はじめに

　新生児緊急医療システムに関する共同研究の初年度において、我々は「岡山

県における新生児医療の実状」を調査報告した。その結果「岡山県の

regionalization はすでに完成し、安定した段階にあると言ってよかろう」と

述べた。そしてその regionalization のなかで、我々の国立岡山病院小児医療

センタ-が、広く全県下的視野から視ても、センターホスピタルとしての役割

をもつことを数値的に指摘した。


